
社会福祉学科 専門

医学一般Ｉ授業科目

社会対象学科３対象学年【担当教員名】

佐久間 真由美、笹川 力 必修必修･選択前期開講時期

30時間数２単位数

【概要・一般目標：GIO】

医学に関する一般的な知識の習得は、福祉の現場においても非常に重要であり、チーム医療で様々な他職種の関係者と円滑に物事を

すすめるにあたっては、医学的な共通の認識事項の理解が必要不可欠となっている。講義では新カリキュラムに沿って、主として社

会福祉士に必要かつ実践的な医学知識について学び習得する。

【学習目標・行動目標：SBO】

１）心身機能と身体構造及び様々な疾病や障害の概要について、人の成長・発達や日常生活との関係を踏まえて理解する。

２）国際生活機能分類(ICF)の基本的考え方と概要について理解する。

３）リハビリテーションの概要について理解する。

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
番号

授業計画・学習の主題
回
数

身体・精神の成長・発達１人の成長・発達（１）１

老化１人の成長・発達（２）２

人体部位の名称1,3心身機能と身体構造の概要（１）３

各器官等の構造と機能1,3心身機能と身体構造の概要（２）４

生活習慣病・悪性腫瘍・脳血管疾患1,3疾病の概要（１）５

心疾患・高血圧・糖尿病・呼吸器1,3疾病の概要（２）６

消化器・血液・膠原病・腎臓・泌尿器1,3疾病の概要（３）７

骨関節疾患・感覚器・感染症1,3疾病の概要（４）８

神経難病・先天性疾患・その他1,3疾病の概要（５）９

視覚・聴覚・平衡機能・肢体不自由1,3障害の概要（１）10

内部・知的・発達障害1,3障害の概要（２）11

認知症・高次脳機能障害・精神障害1,3障害の概要（３）12

リハビリテーションの概念と範囲３リハビリテーションの概要13

ICFの構成要素・演習２国際生活機能分類(ICF)の基本的考え方と概要14

健康の概念１健康の捉え方15

＜発行年・価格他＞＜発行所＞＜著者名＞＜書名＞【使用図書】

2008・2,310円中央法規出版社会福祉士養成講座編

集委員会

新社会福祉士養成講座第１巻 医学一般

人体の構造と機能及び疾病教科書

（必ず購入する書籍）

特になし
参考書

必要に応じ配布
その他の資料

【履修上の留意点】

特になし

【評価方法】

出席、筆記試験

出席15％程度

筆記試験85％程度
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